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（要旨） 

全国の空き家数が過去最多となり、社会問題になっている。本学の本拠であ

る大阪府寝屋川市も例外ではない。 

寝屋川市役所に対する聞き取り調査から、インバウンド観光客の急増によっ

て、同市は旅行先のベースキャンプとして宿泊需要が高いことが分かった。ま

た、実際のインバウンド需要を確認するために、寝屋川市のホテルに需要調査

を行った。その結果、民泊ビジネスには、周辺住民の理解が重要であることが

判明した。 

そこで、我々は、住民を巻き込んだ新しい地域活性化ファンドのスキームを

提案する。当ファンドは、地域事業者・寝屋川市・地域金融機関が出資する親

ファンドと、地域住民が出資する子ファンドで構成される。地域住民がファン

ドに参加することで、利害関係者として、空き家問題の解決に主体的に関わる

ことが可能となる。これにより、地域全体として、空き家問題の解決に向けた

協力体制の構築が可能となる。 

 


